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国こ
く

郡ぐ

ん

里り

制
と
な
り
、
の
ち
里
は
郷
に
改

め
ら
れ
ま
す
。
常
陸
国
の
郡
は
か
つ
て
の

６
つ
の
ク
ニ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
評(

郡
）
と
な

り
、
小
美
玉
市
周
辺
は
茨
城
評
（
郡
）
に

属
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
評(

郡)

の
分
地
や

新
設
が
あ
り
、
和
同
年
中(

７
０
８
年
～

７
１
４
年
）
ま
で
に
は
、
白し

ら

か

べ壁
（
真
壁
）
、

河か

わ

ち内
、
信し

だ太
、
行な

め

か

た方
、
鹿
島
の
５
郡
が
で

き
、
常
陸
国
は
１１
郡
と
な
り
ま
し
た
。

市
域
の
古
代
郷
推
定
と
遺
称
地

　

平
安
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
和わ

み

ょ

う名

類る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

聚
抄
」
に
よ
る
と
、
小
美
玉
市
域
が
属

す
る
茨
城
郡
は
１８
郷
か
ら
な
り
、
江
戸

時
代
に
編あ

ま
れ
た
地
誌
書
で
あ
る
「
新し

ん

ぺ
ん編

常ひ

た

ち陸
国こ

く

し誌
」
で
は
、
郷
に
属
す
る
市
内
の

地
域
を
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
ま
す

（現
在
の
大
字
名
で
表
記
）。

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

60

古
代
国こ

く

郡ぐ
ん

里り

制
と
市
域
の
郷
を
推
定
す
る
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大
化
の
改
新
と
常
陸
国
の
誕
生

　

大
化
元
年
（
６
４
５
年
）
、
中な

か
の
お
お
え
の

大
兄
皇お

う

じ子

や
中

な
か
と
み
の臣

鎌か
ま

た

り足
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
蘇そ

が我
氏

は
滅
亡
し
、
新
政
府
が
誕
生
し
ま
し
た
。

天
皇
を
中
心
と
し
た
中
央
集
権
の
政
治

体
制
が
始
ま
り
ま
す
。
国
の
財
政
確
保
の

た
め
、
公
地
公
民
制
を
と
り
、
戸
籍
や
計

帳
を
作
成
し
、
祖
・
庸
・
調
の
税
制
な
ど
、

新
し
い
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

新
政
府
は
改
新
の
事
業
を
進
め
る
た

め
、
各
国
に
国
司
を
派
遣
し
、
「
我あ

づ

ま姫
の

国
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
足あ

し
が

ら

や

ま

柄
山
か
ら
東
方

の
地
を
８
つ
の
国
に
分
け
て
統
治
さ
せ

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
常ひ

た

み

ち道
で
、
常
陸
国
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

常
陸
国
と
国
郡
里
制

　

常
陸
国
の
政
治
の
中
心
と
な
る
国
庁

(

国こ

く

が衙)

は
茨

い
ば
ら
き
の
こ
お
り

城
評(

郡
）
に
置
か
れ
、
現
在

の
石
岡
市
立
石
岡
小
学
校
の
位
置
に
あ

り
ま
し
た
。

　

行
政
機
構
と
し
て
、
国
の
管
下
に
は

評こ
お
り

と
五さ

と

十
戸
（
里
）
が
編
成
さ
れ
、
地

方
の
村
々
ま
で
支
配
が
及
び
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
大
宝
元
年
（
７
０
１
年
）
の

大た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

宝
律
令
な
ど
の
律
令
制
整
備
に
伴
い
、

常陸国印

語
句
解
説

公
地
公
民
制　

律
令
制
の
も
と
で
、
す
べ
て

の
土
地
と
人
民
は
天
皇
に
属
す
る
と
し
た

制
度
。

計け
い
ち
ょ
う帳　

調
・
庸
を
割
り
当
て
る
た
め
に
国

ご
と
に
毎
年
作
成
さ
れ
、
氏
名
・
年
齢
な

ど
が
戸
ご
と
に
記
さ
れ
た
帳
簿
。

大た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

宝
律
令　

大
宝
元
年
に
施
行
さ
れ
た
日

本
の
律
令
法
典
。
唐
の
律
令
を
参
考
に
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

和わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄　

承
和
年
間
（
９
３
１
年
～

９
３
８
年
）
頃
に
編
さ
ん
さ
れ
た
分
類
形

式
の
百
科
事
典
兼
国
語
辞
書
。
平
安
時
代

の
器
物
や
地
名
な
ど
が
項
目
ご
と
に
解
説

さ
れ
て
い
る
。

遺
称
地　

遺
構
・
遺
跡
が
あ
っ
た
と
古
く
か

ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
地
。

常
陸
国
茨
城
郡
の
郷
名

（茨
城
県
立
歴
史
館
『よ
み
が
え
る
古
代
の
茨
城
』図

録
よ
り
）

園

生お
う
そ
の園

郷 

小
曽
納 

大
谷 

花
野
井 

竹
原

竹
原
中
郷 

竹
原
下
郷 

上
馬
場 

鶴
田 

三

箇　

宮
田 

中
延 

川
戸 

野
田

山や
ま
ざ
き前

郷 

羽
鳥

石い

わ

ま間
郷 

堅
倉 

中
野
谷 

部
室 

中
台

白し
ら
か
わ川

郷 

世
楽 

佐
才 

上
吉
影 

前
原 

上
合 

下
吉
影 

飯
前 

小
岩
戸 

西
郷
地 

柴
高

田た

ま

り余
郷 

上
玉
里 

下
玉
里 

川
中
子 

高
崎

小
川 

下
馬
場 

小
塙

立た
ち
ば
な花

郷 

外
之
内 

与
沢 

倉
数 

山
野 

幡
谷

茨い
ば
ら
き城

郷 

田
木
谷 

栗
又
四
ケ

(

張
星
、
納
場
、
江
戸
、
羽
刈
、
髙
田
、
手

堤
、
大
笹
、
寺
崎
、
先
後
、
橋
場
美
な
ど

は
、
江
戸
時
代
以
降
の
新
田
村
も
し
く
は

分
村
で
す
）

　

市
域
に
は
７
つ
の
郷
が
所
在
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
生
園
郷
は
小お

そ

の

う

曾
納
、
山

前
郷
は
石
岡
市
山
崎
、
石
間
郷
は
笠
間

市
岩
間
、
白
川
郷
は
旧
白
河
村
、
田
余
郷

は
旧
玉
里
村
、
立
花
郷
は
旧

橘
た
ち
ば
な

村
、
茨

城
郡
は
石
岡
市
茨
城
に
地
名
が
残
り
、

古
代
の
行
政
区
割
り
を
現
在
に
伝
え
て

い
ま
す
。

（市
文
化
財
保
護
審
議
員
会　

会
長　

海
老
澤 

稔
）


